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　　日本マルチ株式会社は、多層プリント配線基板の回

　路設計、製造を営んでおり事業を通して「深刻化する

　地球環境」の保護・改善を社会的責務と認識し、全事

　業活動において環境負荷の低減を図り、自主的・積極

　的に環境保全活動に取組みます。

環境経営方針

　　１．全事業活動で、省資源を推進しCO2・廃棄物の
　　　　削減に努めます。

　　２．廃棄物の分別回収を推進し再資源化に努めます。

　　３．水の使用量を管理し節水に努めます。

　　４．環境関連法規制、及び当社が同意したその他の
　　　　要求事項を遵守します。

代表取締役社長　田中　輝生

　　５．環境経営目標・環境経営計画を定め、定期的に
　　　　見直しを行い継続的な改善に努めます。

　　６．使用する化学物質に関する情報を入手・活用
　　　　して自主的な化学物質管理を推進します。

　　７．グリーン製品を積極的に購入・使用します。

　　８．環境への取組みを環境経営レポートとしてとり
　　　　まとめ、公表します。

2020年8月11日

日本マルチ株式会社

企業理念
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３．EA21役割・権限・責任

環境に関する主要な役割・権限・責任は以下の通りにする。

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境経営への活動参加

・自部門のEA21の推進

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・環境経営・環境経営計画書の記録、管理

・自部門に関連する環境経営目標実施、達成状況の報告

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営レポートの承認

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境事務局・部門長の補佐

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な、人、設備、費用、時間、技能・技術者を用意

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営の実績集計

・実施体制の構築、全従業員への周知

・緊急事態への準備と対応

・環境経営目標と環境経営計画の自覚

・環境経営関連の外部コミュニケーションの窓口

・特定された項目の手順書運用管理

・環境経営レポートの作成、HP公開

・自部門における環境経営システムの実施

　環境推進員

　全従業員

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置

　EA21代表者（社長）

　環境管理責任者

　環境事務局

　部門長

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境経営の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員の事務局

・経営における課題とチャンスの明確化

・環境経営目標・環境経営計画書原案の作成
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４-1．環境経営目標（中期計画）

37期目標数値 38期目標値

35期比

生産比率×0.99

35期比

生産比率×0.98

[kWh] 702,011 694,920

[Ｌ] 26,730 26,460

[Ｌ] 1,575 1,559

[kg] 44.9 44.4

[kｇ-CO2] 303,679 300,611

[t] 3.68 3.65

[t] 249.40 246.88

[t] 253.08 250.53

排水量

削減 [ｍ
3
] 5,441 5,386

化学物質

投入量

削減

[t] 96.55 95.57

     電力の二酸化炭素排出係数は0.324　出光グリーンパワー(株)で算出

32期比

1.388倍×0.97

1,591

103.43

一般廃棄物排出量 3.72

産業廃棄物排出量

97.53

基準値 削減目標　（基準年×生産量比率×1％削減）

【35期】

2021’08～2022’

07

306,746

988,434

5,229

化学物質総排出量・

移動量削減

414,027

5.57

※　基準年【32期】生産数×生産比率×今季目標数値で目標設定を致しております。

294,85

廃棄物等総排出量 255.64 300.42

廃棄物

削減

ＣＯ2

削減

④LPガス

③ガソリン

27,000

総排出量 5,496

総排出量

251.92

7,323

28,274②重油

54.90

削減項目 単位

①購入電力 709,102

45.33

36期目標数値
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４-2．環境経営目標　実績

×生産量比率 36期目標数値

32期比

1.388倍

削減率1％

（×0.97）

[kWh] 1,019,004.4 988,434

[Ｌ] 29,148.0 28,274

[Ｌ] 7,549.3 7,323

[kg] 56.6 54.9

[kｇ-CO2] 426,832 414,027

[t] 5.7 5.57

[t] 304.0 294.85

[t] 309.7 300.42

排水量

削減 [ｍ
3
] 5,391.0 5,229

化学物質

投入量

削減

[t] 106.6 103.43

     電力の二酸化炭素排出係数は0.324　出光グリーンパワー(株)で算出

総排出量 3,884
5,105
(102%)

化学物質総排出量・

移動量削減
76.83

85.44
(121%)

廃棄物

削減

一般廃棄物排出量 4.14
2.16
(258%)

産業廃棄物排出量 219.00

139.50
(221%)

廃棄物等総排出量 223.14
141.66
(222%)

④LPガス 40.78
48.9
（112％）

総排出量 307,516
295,415
(140%)

734,153
670,615
（147％）

②重油 21,000
27,000
（105％）

③ガソリン 5,439
2,077
（353％）

※　32期生産数×生産比率×今季目標数値で目標設定を致しております。

ＣＯ2

削減

①購入電力

削減項目 単位

基準値 削減目標（基準年×生産量比率×0.97）

【32期】

2018’08～2019’

07

36期結果
（達成率）
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【現状・結果】

表-1　環境負荷低減の実績・評価

※評価基準・・・○→目標達成（100％以上）　　△→基準達成（90～100％未満）　　×→目標未達成（90％未満）

32期基準 36期結果

2018年8月～

2019年7月

2022年8月～

2023年7月

購入電力 [kwh] 734,153 988,434 670,615 ◎

重油 [Ｌ] 21,000 28,274 27,000 ◎

ガソリン [Ｌ] 5,439 7,323 2,077 ◎

LPガス [ｋｇ] 40.78 54.90 48.85 ◎

総排出量 [ｋｇ-CO2] 307,516 414,027 295,339 ◎

一般廃棄物 [ｔ] 4.14 5.57 2.16 ◎

産業廃棄物 [ｔ] 229.11 308.46 139.50 ◎

総排出量 [ｔ] 233.25 314.03 141.66 ◎

[㎥] 3,884 5,229 5,105 ◎

[ｔ] 76.83 103.43 85.46 ◎

６．環境負荷低減の実績・評価

36期は35期に比べ生産㎡数は若干減少したものの、電気料金を含め副資材料等の高騰が止まらず作業の効率化が急務と

なり、会社全体では「無駄な電気は消す」、現場では「不良を出さない」を目標に効率に取り組んでまいりました。

積層事業に於いて、電気料金、材料、副資材料等の価格高騰に伴い生産効率の向上、作業効率の改善に取り組んでまいりました。

結果として目標をクリアできましたので取り組んできた内容は間違っていなかったと確信しております。

削減項目 単位 目標 目標達成率 評価

CO2

総排出量

147

105

353

112

140

廃棄物等

総排出量

258

221

222

総排水量 102

化学物質

総排出量移動量
121

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

32期基準 目標 36期結果

〔
ｔ〕

ｸﾞﾗﾌ-4 化学物質総排出量・移動量

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

32期基準 目標 36期結果

〔
k
g
〕
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ｸﾞﾗﾌ-3 水使用量
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８．次年度の環境経営目標及び環境経営計画

　　来期より【35期】を基準年度とし、生産数量の増減比率に応じた削減目標を設定致しました。

　　37期は35期の基準値に生産量比率を掛け1％の削減を目標とします。

　　CO2総排質量削減の取り組み、廃棄物・総排水量・化学物質総排質量の削減

　　各項目を細分化し、環境経営計画の実施項目を定めました。

37期

目標値

35期×生産

量比率×

0.99

[kWh] 702,011

[Ｌ] 26,730

[Ｌ] 1,575

[kg] 44.9

[kｇ-CO2] 303,679

[t] 3.68

[t] 249.40

[t] 253.08

排水量 削減 [ｍ
3
] 5,441

化学物質 投入

量削減
[ｔ] 96.55

※　基準年【32期】生産数×生産比率×今季目標数値で目標設定を致しております。　

     電力の二酸化炭素排出係数は0.324　出光グリーンパワー(株)で算出

　　１） 37期も生産量の減少が続く可能性が考えられますが、生産効率、作業効率を随時

改善していき目標を達成できるように頑張ります。

　　2）　 ゴミ収集、分別方法、分別内容等、判りやすい表示方法、も含めて具体的な施策を

　   　　打ち出して、全社員がスペシャリストとなれる様、活動致します。

　　   　意見交換、教育訓練の実施を定期的に行っていきます。

9．代表者による全体の評価と見直し

　　１） 生産量が減少している状況であり達成しやすい状況であったのは否めないが、日頃の

　　　　 来期以降も継続して達成できるよう取り組んでください。

　　2） 厚銅製品の生産量が増加傾向であり、同じ生産量でも、排水や化学薬品の使用量の

　　　　 活動成果が表れていると思います。

削減項目 単位

基準値

【35期】

2021’08～2022’07

ＣＯ2削減

①購入電力 709,102

②重油 27,000

③ガソリン 1,591

④LPガス 45.33

総排出量 306,746

廃棄物削減

一般廃棄物排出量 3.72

産業廃棄物排出量 260.74

廃棄物等総排出量 264.46

総排出量 5,496

化学物質総排出

量・移動量削減
97.53

　　　　増加が予想されるので、目標設定の見直しが必要か検討してください


